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Ⅰ．はじめに

＜報告の背景＞
『監査爆発』（Power［1994a］）『監査社会』（Power［1997］）

▷多様な領域への監査の拡張（新たな監査の出現）と多様な監査の研究
（ Chapman and Peecher［2011］）
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ファクトチェックサイトの急増ー監査領域の拡張

ファクトチェック？

＜報告の⽬的＞
▷ファクトチェックサイトの急増という現代的な現象に対する監査社会の論理の影響
▷伝統的な会計監査とそれを担ってきた会計専⾨職への含意
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社会的影響⼒のある⼈物による公の主張の真実性を外部組織が評価・報告する実践
（Nieminen and Sankari［2021］）



＜報告の構成＞

Ⅰ．はじめに

Ⅱ．オンライン空間における監査と監査社会の論理
１．オンライン空間における監査
２．監査社会の論理

Ⅲ．ファクトチェックサイトにおける監査社会の論理
１．ファクトチェックとは何か
２．ファクトチェックサイトにおける監査社会の論理
３．監査の多様性と会計専⾨職への含意

Ⅳ．結論
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Ⅱ．オンライン空間における監査と監査社会の論理

1．オンライン空間における監査

独⽴した専⾨家による監査

伝統的な監査

Barrett and Gendron［2006］：オンラインショッピングにおける監査
Jeacle and Carter［2011］ ：旅⾏レビューサイトにおける監査
Jeacle［2017］ ：Amazonのウェブサイトにおける監査
Jeacle and Carter［2022］ ：オンライン上の監査⼈としてのユーザーレビュアー

再考の機会
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２．監査社会の論理

Power［1996］“Making things auditable”

⼀⾒すると監査困難な物事はどのように監査可能になるのか？

▷学術研究の監査の事例

▷品質の監査の事例

▷ブランドの監査の事例

・測定可能性への注⽬

・統制システムの存在

・専⾨家への依拠
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Ⅲ．ファクトチェックサイトにおける監査社会の論理

１．ファクトチェックとは何か

起源と普及の経緯（Fabry［2017］, Graves［2016］）

▷1980代の⽶国、とくに1988年の⽶国⼤統領選挙

▷正確さを⽋いた広告の利⽤と「ad watch」の必要性

▷ 1990年代後半〜インターネットの普及とファクトチェックサイトの誕⽣
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社会的影響⼒のある⼈物による公の主張の真実性を外部組織が評価・報告する実践



▷現在〜ファクトチェックの「世界的ブーム」（Kessler［2014］）

独⽴性（政治的・経済的独⽴性）の重視
⺠主的な討議と説明責任のある政治を推進するという関⼼

（Graves［2018］）

⽶国における主要なファクトチェックサイトの⼀つ
世界各国のファクトチェックサイトに⼤きな影響

（Graves［2018］）
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⽶国 PolitiFact



ファクトチェックの⽅法（Graves［2017］, PolitiFactホームページ）

（１）ファクトチェックの対象となる主張の選択

（２）当該主張の真実性・正確性を評価するための証拠の収集

（３）当該主張の真実性・正確性に対する評価結果の報告
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主張の検証可能性、社会の関⼼の⾼さ、社会への影響の⼤きさ、特定の政党への偏り等考慮

当⼈へのインタビュー、主張の根拠となるデータの確認、専⾨家との協議

６つの評価結果のいずれか＋当該評価結果に⾄ったプロセス



６つの評価結果

①真実（true）：
主張は正確かつ重⼤な脱漏がない。

②⼤部分真実（mostly true）：
主張は正確だが明確化や追加情報が必要である。

③半分真実（half true）：
主張は部分的に正確だが重要な詳細の削除・⽂脈の無視がある。

④⼤部分虚偽（mostly false）：
主張は真実の要素を含んでいるが異なる印象を与えるであろう重要な事実を無視している。

⑤虚偽（false）：
主張は正確ではない。

⑥炎上中（pants on fire）：
主張は正確ではなく、ありえない主張をしている。

▷評価結果は公表前にファクトチェック実施者とは異なる者から構成される組織内委員会で審議
▷評価結果に対して読者が異議を申し⽴てる仕組みの構築
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２．ファクトチェックサイトにおける監査社会の論理

⼀般に検証困難とされている主張が検証されている事例

①「今⽇の⼦供たちはより健康になっている」-Hillary Clinton（Greenberg［2016］）

②「現在、⽶国は世界で最も尊敬される国である」-Barack Obama（Jacobson［2015］ ）

③「パキスタンは現在100発の核弾頭を保有しており、さらに多くの核弾頭を製造しようとしている。そ
う遠くはない将来、パキスタンの核保有量は英国を超えるだろう」-Mitt Romney（Jacobson［2012］）

④「⽶国によるイラン・イスラム共和国中央銀⾏への制裁は、イラン経済を停⽌させる」-Rick Perry 
(Selby［2011］)
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主観性の強い主張・将来の事象



どのようにして監査可能になったのか？

①「今⽇の⼦供たちはより健康になっている」：半分真実

肥満と判定されている⼦供の割合、鬱病を経験した⼦供の割合、喘息持ちの⼦供の割合等、
数値で表現される健康を測定した特定の指標を利⽤

→測定可能性への注⽬（②も同様）

③「パキスタンは現在100発の核弾頭を保有しており、さらに多くの核弾頭を製造しようとし
ている。そう遠くはない将来、パキスタンの核保有量は英国を超えるだろう」：⼤部分真実

原⼦⼒や核技術、安全保障等、関連分野の複数の専⾨家からの意⾒聴取、意⾒が概ね⼀致
→専⾨家への依拠（④も同様）
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統制システムの存在
…ファクトチェックに際して直接利⽤されているわけではない

しかし、ポリティファクト⾃体が、そこで⾏われる個々のファクトチェックの品質が管理されている
という印象を喚起するシステムを構築している

▷独⽴性確保のための規定
▷ファクトチェック⽅法の体系化
▷ファクトチェック実施者から独⽴した組織内委員会による評価結果の審議、読者からの異議申し⽴
ての仕組み

→ファクトチェック実施者が⾏う第⼀次的な監査に対する第⼆次的、第三次的な監査
「統制の統制（の統制）」という構造はPowerが指摘する監査社会の原理（ Power［1994b］）

監査社会の論理のオンライン空間への拡張
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３．監査の多様性と会計専⾨職への含意

▷チェック対象の選択における⼀般⼤衆の声の反映
▷評価結果に⾄るまでのプロセスの公表
▷評価結果への異議申し⽴ての仕組み
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⼀般⼤衆の重視・応答的

・⼀般⼤衆のアクセスを容易にするオンライン空間の特性
・ファクトチェックに必要とされる専⾨性の程度

ファクトチェックの特徴



▷ファクトチェックサイトの統制システムの仕組みの機能状況
→依然としてブラックボックス

▷定性的な情報の監査→監査⼈による主張の単純化の危険性

15

本当に⼀般⼤衆の声は反映
されているのか？

会計専⾨職による監査

・評価結果に⾄るプロセスの公表
・異議申し⽴ての仕組み

対応



Ⅳ．結論

▷ファクトチェックサイトで観察された監査社会の論理
→会計領域の理論を通じたより広い範囲の社会現象の分析の可能性

（ Jeacle and Carter［2014］）

▷ファクトチェックサイトに⾒られる監査の特徴
→多様な監査設計の可能性
将来の会計専⾨職への脅威と機会、現代的な課題への⽰唆
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